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体育実技受講学生の社会的スキル及び
自己効力感の変容に関する検討
－授業形態の違いによる比較－

野口　和行 * 　　村山　光義 ** 　　村松　憲 * 

板垣　悦子 * 　　東海林　祐子 *** 

The effect of physical education intensive classes on social skills and self-efficacy

Kazuyuki Noguchi1）, Mitsuyoshi Murayama2）, Tadashi Muramatsu 1）, 
Etsuko Itagaki2）, Yuko Tokairin3）

The purpose of this study was to clarify the change of social skills and self-efficacy in the students who take physical 

education classes in university and difference among form of the classes; physical education intensive course, physical 

education course conducting once a week and lecture course. We measured social skills and self-efficacy using Kikuchi’s 

Social Skill Scale （KiSS -18） and the General Self Efficacy Scale （GSES）.
The results are as follows:

1）  Regardless of the kind of the courses, KiSS -18 score and GSES score improved significantly in the physical education 

intensive classes.

2）  KiSS -18 score improved significantly in the physical education intensive classes and physical education classes 

conducting once a week. In the pretest, the score of physical education intensive classes and physical education classes 

conducting once a week showed a greater increase than the score of the lecture classes. The same was true with the 

posttest.

3）  GSES score improved significantly in the physical education intensive classes and physical education classes 

conducting once a week. In the posttest, the score of physical education intensive classes and physical education 

classes conducting once a week showed a greater increase than the score of the lecture classes.

キーワード：社会的スキル，自己効力感，授業形態，集中授業
Key words：Social skills, self-efficacy, form of the classes, intensive course

  * 慶應義塾大学体育研究所准教授       1） Associate professor, Institute of Physical Education, Keio University
 ** 慶應義塾大学体育研究所教授        2） Professor, Institute of Physical Education, Keio University
*** 慶應義塾大学総合政策学部専任講師     3） Assistant Professor, Faculty of Policy Management, Keio University

ていくことは重要な検討課題である。

　筆者らは，この課題検討の取り組みとして，社会的

スキルと自己効力感に着目し，大学生に対する調査研

究を進めてきた（加藤ら 2011，村山ら 2013，野口

ら 2013）。ここで社会的スキルとは，一般に円滑な

Ⅰ．はじめに

　近年，増加傾向にある大学生の対人関係における不適

応やストレスに対する耐性の低さやその対処の不適切さ

が指摘され，大学教育において学生の人間形成を支援し
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人間関係を形成・維持するために必要な行動とされて

いる（菊地 1988，庄司 1991）。また，自己効力感は，

Bandura（1977）によって提唱された概念であり，行動

の遂行可能性の認知を示している。過去の成功体験に基

づいてもたれている通常の「自信」に対して，自己効力

感は，「ある課題を達成するために必要な行動をどの程

度うまく実施できるかの確信」としている。自己効力感

には，特定の課題や問題における自己効力感ではなく，

より長期的に，一般化した日常場面における行動に影響

する自己効力感があると考え，それを一般性自己効力感

と名付けている（坂野・東條 1986）。また，成田ら（1995）

は一般性自己効力感という用語に対して，一般性という

語の意味が多義的になる恐れがあることを指摘し，特性

的自己効力感と命名している。

　筆者らは，この社会的スキルと自己効力感の変容に関

して，特に体育実技の実施の有無に注目してその変化を

検討した（加藤ら 2011）。その結果，体育実技を履修し

ていたグループで自己効力感が有意な向上を示し，その

変容には，スポーツに対する「活動性」「必要性」「共同」

などの意識が関係していた。社会的スキルは，全体に学

期終了時点で得点が上昇する傾向はみられたものの，体

育実技履修の有無による有意差は認められなかったこと

を報告している。また，社会的スキルテスト及び一般性

自己効力感テストを実施し，年齢や学年の差，得点の分

布の実態，春学期と秋学期の変化の有無に関して基礎的

な検討を行うとともに（村山ら 2013），体育実技の中に

社会的スキルの向上を意図しコミュニケーションの促進

を図るプログラムを導入することによる社会的スキル及

び自己効力感の変化を検討した（野口ら 2013）。その結

果，社会的スキル得点は，男子ではプログラム群のみ 2

回目が有意に向上し，自己効力感得点においてもプログ

ラム群のみ 2回目が有意に向上した。また，社会的スキ

ル向上のプログラムは特に社会的スキルの低い者に効果

的であることが示唆されたことを報告している。

　ところで，近年の大学体育では，体験学習や野外教育

の重要性が強調されるようになり，スキー，キャンプ，

マリンスポーツなど多くの集中授業が行われるように

なってきている（磯貝ら 2005）。このような傾向は全国

大学体育連合の保健体育教育情報報告書（2003）からも

伺うことができる。野外における合宿を伴う集中授業は，

非日常的な環境の中で，共同生活をしながら，体験的な

学習の中で，集中的に技術を習得できることから，参加

者の心理面にさまざまな心理的効果をもたらすことが指

摘されている。

　大学体育における集中授業の受講者を対象とした社会

的スキルの獲得に関する報告がいくつか見られる。竹田

ら（2001）は，スキー実習前後で，「関係開始」「関係維持」

といった対人関係に関する尺度の得点が向上することを

報告している。吉田（2009）は，短期大学生を対象とし

た 1泊 2日のキャンプ実習参加者を対象に自尊感情と社

会的スキルの変化を検討し，社会的スキルのうち初歩的

なスキルのみ有意な向上を示したことを報告している。

市河ら（2013）は，保育専攻学生を対象とした 3泊 4日

のキャンプ体験が学生の社会的スキルに及ぼす影響を検

討し，キャンプ非参加者と比較してキャンプ参加者の得

点が有意に向上し，特に対人関係能力，問題解決能力に

関するスキルに向上が見られたことを報告している。ま

た，中澤ら（2014）は，大学体育の一環として行われて

いるスキー実習の受講者を対象に 2年間にわたって社会

的スキルの変化を測定し，実習前後で社会的スキルの総

得点，コミュニケーション，問題解決能力に関するスキ

ルの向上が見られたことを報告している。

　大学体育における集中授業の受講者を対象とした自己

効力感の変容に関する報告も数多く見られる。布目ら

（1995）は，集中授業スケート受講者を対象に，スケー

ト実習に対する不安及びスケート実習に対する自己効力

感が不安に及ぼす影響を検討し，スケートに対する自己

効力感の高い者は，スケート実習に対する不安が低いこ

とを報告している。磯貝ら（2005）は，集中授業スキー

の受講者を対象に，自己効力感をスキーに対する自己効

力感，身体的自己効力感，一般性自己効力感に分けて検

討した。その結果，実習後に一般性自己効力感は向上し

なかった一方で，その他の自己効力感が向上したことを

報告している。

　進藤ら（2007）は，集中授業ヨット受講者を対象にヨッ

ト技術の理解度，ヨット技術の修得度，ヨット自己効力

感及び特性的自己効力感の変化を検討し，セーリング技

術の習得を通して特性的自己効力感が向上したことを報

告している。井澤ら（2009）は，集中授業マリン＆レク

リエーション実習の受講者を対象に特性的自己効力感の

変容を検討し，実習後に特性的自己効力感が有意に向上

することを報告している。平野ら（2011）は，大学の夏

季野外活動実習の受講者を対象に，組織キャンプ経験が

大学生の自己効力感と無気力に及ぼす効果を検討し，実

習直後に自己効力感が有意に向上し，終了 1ヶ月後に得

点は低下する傾向が見られるものの，実習前と比較す
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成人女性ごとに評価表があり，本研究では，学生（男女

一緒）の評価表にあわせて男女の区別なく集計を行った。

2．調査時期及び方法

　本研究は慶應義塾大学総合研究推進機構研究倫理委員

会倫理審査委員会の承認を受け実施された。調査は2013

年度のシーズンスポーツの各種目の開講式前および授業

終了後解散前の 2回実施し，直接配布・回答をしてもらっ

た。 1回目の回答時には，調査に対する承諾書に署名を

もらい， 2回目は承諾者のみに回答を求めた。各種目の

概要を表 1に示す。

3．分　析

　KiSS‒18，GSES それぞれのデータについて，シーズ

ンスポーツの各種目でその変化を比較した。また，授業

形態の違いによる得点の変化を比較するために，野口

ら（2013）が実施した2012年度のウィークリースポーツ

受講者を対象とした調査のデータ（N＝534），及び加藤

ら（2011）が実施した2010年度の講義科目（英語，文学，

スポーツ科学，体育学講義）受講者を対象とした調査の

データ（N＝124）を使用した。

4．統計処理

　調査時期及びシーズンスポーツの種目による KiSS‒18

得点，GSES 得点を比較するために，独立変数を調査時

期と種目，従属変数を KiSS‒18得点，GSES 得点とする

混合計画の 2要因の分散分析を行った。また，調査時期

及び授業形態（講義科目，ウィークリースポーツ及び

シーズンスポーツ）による KiSS‒18得点，GSES 得点を

比較するために，独立変数を調査時期と授業形態，従属

変数を KiSS‒18得点，GSES 得点とする混合計画の 2要

因の分散分析を行った。

Ⅲ．結　果

　欠損値がなく生年月日による授業前と授業後 2回の合

致が得られたデータを有効回答とし，得られたデータ数

は130名であった。

　まず，調査時期及びシーズンスポーツの種目による

KiSS‒18得点，GSES 得点を比較するために，独立変数を

調査時期と種目，従属変数を KiSS‒18得点，GSES 得点

とする混合計画の 2要因の分散分析を行った。

　図 1は，調査時期及びシーズンスポーツの種目によ

る KiSS‒18得点の変化を比較したものである。その結

果，KiSS‒18では，測定時期の主効果に有意差が認め

られたが（F（1,123）＝45.28,  p ＜.001），種目の主効果 

ると有意性傾向のある向上が見られることを報告している。

　以上，大学体育の集中授業における心理的効果の指標

として，社会的スキルと自己効力感の変容について概観

してきた。集中授業を対象とした報告は多数見られるが，

その効果が種目特有のものなのか，集中授業全体に共通

するものなのかは明らかにされていない。また週 1回実

施の実技授業との比較も行われていない。

　慶應義塾大学（以下本塾）では，体育実技の一環とし

て週 1回実施の授業（以下ウィークリースポーツ）と夏

季または春季休業中に 7日間または 3泊 4日程度の合宿

形式で行う集中授業（以下シーズンスポーツ）を実施し

ている。合宿を伴うシーズンスポーツは，マリンスポー

ツ，山岳，ヨット，スキーなど，バラエティ豊かな 7種

目が開講されており，シーズンスポーツ受講者の社会的

スキルと自己効力感の変容を検討することで，効果の要

因が種目特有のものか集中授業全体に共通するものかを

明らかにすることができると考えられる。また，以前に

収集したデータを使用して，ウィークリースポーツ受講

者との比較，講義科目受講者との比較も可能である。

　そこで，本研究では本塾シーズンスポーツ受講者を対

象に社会的スキル及び自己効力感の変容を検討し，以前

収集した講義科目，ウィークリースポーツの得点との比

較することを目的とする。

Ⅱ．方　法

1．調査用紙

　調査用紙は，①個人プロフィール（学年，性別，生

年月日，これまでの身体活動の有無，体育実技履修コマ

数），②社会的スキルテスト，③一般性自己効力感テス

トを含む構成とした。

　社会的スキルテストは，菊池（2007）によって開発さ

れた KiSS‒18を基にしている。このテストは18項目から

なり 5段階評定で得点化され，一般人，大学生の男女別

で平均値と標準偏差が示されている。本研究では，大学

生の男女の区別なく集計を行った。

　自己効力感に関しては一般的セルフ ･ エフィカシー尺

度（General Self Efficacy Scale：以下 GSES と略す）を

用いた。この GSES（坂野 ･東條 1986）は，16項目から

なり，「はい・いいえ」で回答する。各質問によって「は

い・いいえ」のいずれかが得点に該当するようになって

おり，合致した合計得点（ 0 ～ 16点）をさらに標準値

（Tスコア）化して評価するものである。学生，成人男性，
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図 1 . シーズンスポーツ種目別の KiSS-18得点の変化

表 1　シーズンスポーツ種目の概要

科目名 実施期間 実施場所 主な授業内容 人数

マリンスポーツ
アクティビティ

2013年 8月 2日
 ～ 8月 5日

千葉県館山市塩見海岸 透明度の高い大海原を利用して水泳、シュノーケリン
グ、シーカヤック等のマリンスポーツを行う

19

山　岳 2013年 8月 2日
 ～ 8月 5日

長野県北アルプス周辺 北アルプスを舞台にした縦走形式のトレッキング
（山小屋泊）を行う

7

馬　術 2013年 8月 3日
 ～ 8月 6日

長野県望月馬事公苑 馬術技術の習得を目指すとともに、馬の世話・厩舎作
業など，馬と間近で接することのできる体験型プログ
ラムを通して，総合的な馬の管理を体得する

17

ヨット 2013年 8月 2日
 ～ 8月 5日

神奈川県葉山海岸 小型艇（ディンギー）、大型艇（クルーザー）を使用
したセーリング実習を通して、自然の素晴らしさと厳
しさを体験し、理解する

11

アウトドア
レクリエーション

2013年 9月 2日
 ～ 9月 6日

長野県八ヶ岳周辺 周辺の豊かな自然環境を利用したさまざまなプログラ
ム（ハイキング、カヤック、ロッククライミング等）
を通して、自然環境の理解、各活動に関する知識と技
術の習得、人間関係の理解を図る

21

スキー 2014年 2月 8日
 ～ 2月11日

長野県志賀高原 合宿形式のスキー実習を通じ、雪山での自然体験と集
団生活・グループ活動を体験するとともに、個人の技
術的課題を認識するとともに、設定された達成目標を
クリアするための努力実践をする

39

スケート 2014年 2月 4日
 ～ 2月 7日

長野県軽井沢町風越公園
アイスアリーナ

アイススケート（スピード、フィギュア、アイスホッ
ケー）に関する知識及び技術を習得するとともに、
合宿生活の経験及び他学部の仲間との懇親を図る

16



－13－

（F（6,123）＝0.47, p ＝.828）及び測定時期と種目の交

互作用（F（6,123）＝0.98, p ＝.439）に有意差は認めら

れなかった。このことから，種目の違いに関わらず，

KiSS‒18得点が 1回目に対して 2回目が有意に向上した

ことが明らかになった。

　図 2は，調査時期及びシーズンスポーツの種目に

よる GSES 得点の変化を比較したものである。その結

果，GSES では，測定時期の主効果に有意差が認めら

れたが（F（1, 123）＝11.57, p ＝.001），種目の主効果

（F（6, 123）＝0.54, p ＝.781）及び測定時期と種目の交

互作用（F（6, 123）＝1.89, p ＝.087）に有意差は認めら

れなかった。このことから，種目の違いに関わらず，

GSES 得点が 1回目に対して 2回目が有意に向上したこ

とが明らかになった。

　次に，授業形態の違いによる得点の変化を比較するた

めに，加藤ら（2011）が実施した2010年度の講義科目受

講者を対象とした調査のデータ（N＝124）及び，野口

ら（2013）が実施した2012年度のウィークリースポーツ

受講者を対象とした調査のデータ（N＝534）を使用し，

調査時期及び授業形態（講義科目，ウィークリースポー

ツ及びシーズンスポーツ）による KiSS‒18得点，GSES

得点を比較するために，独立変数を調査時期と授業形態，

従属変数を KiSS‒18得点，GSES 得点とする混合計画の

2要因の分散分析を行った。

　図 3は，調査時期及び授業形態の違いによる KiSS‒18

得点の変化を比較したものである。その結果，KiSS‒18
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では，測定時期の主効果及び授業形態の主効果，さ

らに交互作用が有意であった（順にF（1,785）＝69.57, 

p ＜.001; F（2,785）＝19.34, p ＜.001; F（2,785）＝8.75, 

p ＜.001） 。授業形態の各水準における単純主効果の検

定では，講義科目では 1回目， 2回目の間には有意差が

認められなかったが（F（1,785）＝1.42, p ＝.234） ，ウィー

クリースポーツとシーズンスポーツでは有意差が認めら

れた（順にF（1,785）＝51.88, p ＜.001; F（1,785）＝72.68, 

p ＜.001）。時期の単純主効果でも有為差が認められ，サ

イダック法による多重比較によると， 1回目では講義科

目がそれぞれウィークリースポーツとシーズンスポーツ

との間に有意差があり（ps＜.001 ），2回目においても

講義科目がそれぞれウィークリースポーツとシーズンス

ポーツの間に有意差があった（ps＜.001）。

　図 4 は，調査時期及び授業形態の違いによる GSES 得

点の変化を比較したものである。GSES では，測定時

期の主効果及び授業形態の主効果，さらに交互作用が

有意であった（順にF（1,785）＝10.08, p ＜.01; F（2,785）

＝4.60, p ＜.01; F（2,785）＝4.78, p ＜.01）。授業形態の

各水準における単純主効果の検定では，講義科目では

1回目，2回目の間には有意差が認められなかったが

（F（1,785））＝0.61, p ＝.434），ウィークリースポーツ

とシーズンスポーツでは有意差が認められた（順に

F（1,785）＝10.65, p ＜.001; F（1,785）＝22.57, p ＜.001）。

時期の単純主効果では 1回目では有意差が認められな

かったが， 2回目においては有意な単純主効果が認めら

れ，サイダック法による多重比較によると，講義科目が

それぞれウィークリースポーツとシーズンスポーツとの

間に有意差があった（ps＜.01）。

Ⅳ．考　察

1． シーズンスポーツにおける KiSS‒18得点及び GSES

得点の変化

　シーズンスポーツの各種目では，授業担当者の他に体

育会OB や現役部員等の補助スタッフが配置され，小集

団による実技の指導が中心となっている。例えば，スケー

トでは技術レベル別に班を構成し，スタッフが指導に当

たる。また，チーム対抗でアイスホッケーのゲームや氷

上運動会を実施する。馬術では 1頭の馬に 1名のスタッ

フと 4名の受講生が割り当てられ，馬上での技術向上と

ともに，馬の世話や厩舎作業などの体験型プログラムを

通して総合的な馬の管理を体験する。このような，小集

団による体験学習が相互のコミュニケーションを促進

し，合宿による受講生の共同生活が社会的スキルの向上

に寄与していることが考えられる。

　Bandura（1977）によれば，自己効力感は，① 遂行

行動の達成（成功体験），②代理体験，③言語的説得，
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能性が高い。

　しかし， 2回目でも講義科目と実技科目の間に有意差

があったことから，実技科目が有意に社会的スキルを向

上させていることを示唆している。賀川（2002）が指摘

するように，大教室で行われる講義科目は，他者とのコ

ミュニケーションはほとんど必要とされないし，コミュ

ニケーションを主たるテーマとした語学の授業でも，体

育科目ほどの豊かな擬似社会的体験を提供してくれるも

のはそれほど多くないだろう。実技に参加することで，

自分自身の身体能力や技術レベルを開示し，他の受講者

との人間関係を構築していくことが必要となる。その中

でコミュニケーションを図り，円滑な人間関係を築こう

とする過程の中で，社会的スキルが向上することが考え

られる。

　授業形態の違いによる GSES 得点の比較をしたとこ

ろ，授業形態の各水準における単純主効果の検定では，

ウィークリースポーツとシーズンスポーツでは有意差が

認められた。また，時期の単純主効果では 2回目に有意

差が認められ，多重比較によると，講義科目がそれぞれ

ウィークリースポーツとシーズンスポーツの間に有意差

があった。

　講義科目でも，小テストやレポートの提出等で達成感

を感じるケースもあるかもしれないが，全体的に自己効

力感を高める情報源を得る機会は少ないと思われる。講

義科目に比べると，体育実技では，技術の向上に関する

客観的な評価が容易で成功体験を得やすく，他者の動き

を見て自分にもできそうだという代理体験を得ることが

できる。また，他の受講者からの励ましによる言語的説

得や，小集団による活動を通して，一体感などの強い情

動的喚起を経験することができる。このような体験が受

講者の自己効力感を高める情報源が十分に含まれている

ことが，体育実技受講者の自己効力感を高める要因と

なっていると考えられる。

Ⅴ．まとめ

　本研究では，本塾シーズンスポーツ受講者を対象に

社会的スキル及び自己効力感の変容を検討し，以前収

集した講義科目，ウィークリースポーツの得点との比

較することを目的とした。その結果，以下のことが明

らかになった。

1）種目の違いにかかわらず，シーズンスポーツの受

講によって，社会的スキル及び自己効力感が高まった。 

④ 情動的喚起の 4つの情報源によって高められるとさ

れている。遂行行動の達成は自身の成功体験，代理体験

は他者の行動の観察，言語的説得は自己暗示や他者から

の助言，情動的喚起は緊張感や落ち着きなどの生理的反

応を実体験することをさしている。

　シーズンスポーツは，非日常的な環境の中で，その種

目に特有な技術を習得しながら，課題を達成する体験が

多く含まれている。早朝から歩き始めて目標とする山頂

を目指す登山や，自然現象である風を読み，セールでと

らえて進むヨットは，自然の素晴らしさと厳しさを体

験しながら達成する体験を味わうことができる。また，

ロッククライミングやカヤック，マウンテンバイク等の

種目を選択して体験するアウトドアレクリエーションで

は，挑戦する活動を受講者のニーズや意欲で選択するた

め，より達成感を得やすい側面がある。スキーにおける

技術習得の場面で同じ班の仲間が滑走する様子を見るこ

とや，指導者や仲間からの励ましを得ることで代理体験

や言語的説得の機会を得ることができる。自然の中での

合宿生活という体験は，自然とのふれあいや仲間とのふ

れあいを通して受講者に強い情動的喚起を経験すること

ができるであろう。このような経験がシーズンスポーツ

受講者の自己効力感を高める要因となっていると考えら

れる。

2． 授業形態の違いによる KiSS‒18得点及び GSES 得点

の比較

　授業形態の違いによる KiSS‒18得点の比較をしたとこ

ろ，授業形態の各水準における単純主効果の検定では，

ウィークリースポーツとシーズンスポーツでは有意差が

認められた。また，時期の単純主効果でも有意差が認め

られ，多重比較によると， 1回目では講義科目がそれぞ

れウィークリースポーツとシーズンスポーツとの間に

有意差があり， 2回目においても講義科目がそれぞれ

ウィークリースポーツとシーズンスポーツの間に有意差

があった。

　これは，講義科目受講者と実技科目受講者の間にもと

もと差があったことを示唆している。組織キャンプへの

参加者と非参加者の向社会的スキルについて調査した嶋

田（1998）は，キャンプなどの野外実習に参加する者の

向社会的スキルは標準値よりも明らかに高いと指摘して

いる。科目の特性上，受講にあたってある程度のコミュ

ニケーション能力が求められる実技科目でも，もともと

高い社会的スキルを持つ者が実技科目を履修している可
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このことから，種目の内容よりも合宿生活がこれらのス

コア向上に寄与した可能性がある。

2）調査時期及び授業形態の違いによる KiSS‒18得点の

変化を比較したところ，ウィークリースポーツとシーズ

ンスポーツで 1回目から 2回目にかけて有意に得点が向

上した。また，1回目において講義科目がそれぞれウィー

クリースポーツ，シーズンスポーツとの間に有意差があ

り， 2回目においても講義科目がそれぞれウィークリー

スポーツ，シーズンスポーツとの間に有意差があった。

これは，講義科目受講者と実技科目受講者の間にもとも

と差があった可能性が示唆される。しかし， 2回目の得

点も向上していることから講義科目と比較して実技科目

が有意に社会的スキルを向上させていることを示唆して

いる。

3）調査時期及び授業形態の違いによる GSES 得点の変

化を比較したところ，ウィークリースポーツとシーズン

スポーツで 1回目から 2回目にかけて有意に得点が向上

した。また， 2回目において講義科目がそれぞれウィー

クリースポーツ，シーズンスポーツとの間に有意差が

あった。これは，講義科目と比較して実技科目が有意に

自己効力感を向上させていることを示唆している。

　本研究では，講義科目，ウィークリースポーツ，シー

ズンスポーツ受講者の調査年度が異なっている。また，

授業前及び授業後の 2回しか調査していないため，これ

らの効果が持続しているかどうかを検討することができ

ていない。また，自由記述等の欄を設けていないため，

質的なデータを収集していない。

　今後はそれらの課題を克服しつつ，行動観察やインタ

ビューなど質的なデータも収集しながら，検討を続けて

いくことが必要であろう。
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